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目に留まる神の恵み

《み 手 の な か で》

司祭　スコット・ウォーカー

　
教
役
者
と
し
て
記
事
を
頼
ま
れ
、
「
神
様
の
働

き
や
存
在
を
感
じ
た
場
面
を
書
い
て
い
た
だ
け
ま

す
か
」
と
求
め
ら
れ
る
時
、
ま
ず
「
な
る
ほ
ど
、

い
い
質
問
」
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
次

に
、
「
む
し
ろ
信
徒
に
聞
く
べ
き
で

は
？
」
と
も
思
い
ま
す
。
「
や
は

り
、
教
会
で
は
教
役
者
よ
り
信
徒
の

数
が
は
る
か
に
多
い
し
、
ど
ち
ら
も

神
の
働
き
を
す
る
よ
う
に
召
さ
れ
て

い
る
。
信
徒
た
ち
に
公
平
に
分
か
ち

合
う
時
間
を
与
え
た
い
」
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
信
者
が
強
め
ら
れ
る
た
め

に
、
神
が
私
の
生
活
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
お
働
き
を
な
さ
っ
て
い
る
の

か
、
喜
ん
で
分
か
ち
合
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
先
週
、
米
国
聖
公
会
の
ア
ル
バ
ニ
ー
教
区
か
ら

主
教
の
大
斎
節
書
簡
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

毎
日
の
聖
書
朗
読
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
ら
ゆ
る
霊
的
な
実
践
や
行
い
の
確
た
る
基
礎

は
聖
書
の
言
葉
そ
の
も
の
に
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
を
省
み
る
と
、
こ
れ

は
全
く
そ
の
通
り
で
す
。
聖
書
を
読
み
、
学
ぶ
だ

け
、
人
生
に
お
い
て
神
様
の
み
業
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　
今
、
神
様
が
こ
の
教
会
に
求
め
て
い

る
こ
と
が
あ
る
と
き
、
信
徒
の
う
ち
に

そ
れ
に
マ
ッ
チ
す
る
霊
的
な
賜
物
や
才

能
を
備
え
た
方
々
が
現
れ
ま
す
。
つ
い

こ
の
間
、
教
会
の
た
め
に
大
斎
節
の
フ

ロ
ン
タ
ル
な
ど
一
式
を
献
呈
し
た
信
徒

た
ち
が
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
神
に
仕

え
た
い
と
い
う
数
人
の
気
持
ち
を
主
が

受
け
止
め
、
昔
の
５
つ
の
パ
ン
と
２
匹

の
魚
の
よ
う
に
最
初
の
発
想
を
は
る
か

に
超
え
る
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
皆
様
も
み
こ
と
ば
を
味
わ
い
、
「
小
さ
な
」

奉
仕
を
す
る
中
で
神
様
の
恵
み
を
大
い
に
受
け
ま

す
よ
う
に
。

（
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
牧
師
）
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　３（日）大斎節第４主日

主教巡回　真光教会

（牧師任命式）

　４（月）分担金特別委

　７（木）教財務サービス委員

会

　８（金）エルサレム教区協働

委員会

１０（日）大斎節第５主日

主教巡回　聖救主教

会（牧師任命式）

１１（月）貧困問題Ｐ

信仰と生活：子ども

聖歌

１２（火）銀座朝祷会

１３（水）聖職養成委員会

教役者幹事会

１４（木）エルサレム協働：女

性部会

財政委員会

信仰と生活委員会

今週・来週 の 予定

４月３日～１６日

◇
４
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
た
め
（
受
苦

日
４
・
22
）
▽
国
際
こ
ど
も
学
校
の

働
き
の
た
め
▽
在
日
外
国
人
人
権
問

題
の
た
め
▽
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー

ス
ホ
ー
ム
の
た
め
▽
月
島
聖
ル
カ
保

育
園
の
た
め

　
▽ 

浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食

説
明
会
　
10
日
（
日
）
17
時
、
同
教

会
で
５
月
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
。

　
▽ 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
音
楽

の
さ
さ
げ
も
の
」
　
３
日
（
本
日
）

17
時
、
聖
パ
ウ
ロ
教
会
。
演
奏
＝
佐

藤
礼
子
（
Or
）
・
萩
原
潤
（
Br
）
。

入
場
料
＝
千
円
以
上
。
み
ど
り
が
丘

ふ
く
し
か
ん
主
催
、
同
教
会
共
催
。

照
会
℡
03
（
５
７
２
６
）
３
２
０

５
・
同
ふ
く
し
か
ん
。

　
▽
４
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
６
日(

水)
 

18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
浅
井
寛
子
、
松

堂
久
美
惠(

ソ
プ
ラ
ノ)

。
入
場
無
料

(

会
場
献
金)

。

　
▽
４
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ

ン
コ
ン
サ
ー
ト
　  

＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
８

日(

金)

、
原
田
靖
子
　
＊
聖
テ
モ
テ

＝
19
日(

火)

、
中
村
文
栄
　 

＊
神
田

キ
リ
ス
ト
＝
20
日(

水)

、
宇
内
千
晴

　
各
々
12
時
20
分
か
ら
30
分
程
度
、

入
場
無
料
。

　
▽
テ
ゼ
の
祈
り
―
震
災
の
被
災
者
を

覚
え
な
が
ら
―
８
日
（
金
）
19
時
、
幼

き
イ
エ
ス
会
・
ニ
コ
ラ
バ
レ
修
道
院
聖

堂
（
四
谷
駅
前
）
。
照
会
℡
03
（
３
２

６
１
）
０
８
２
５
・
同
院
。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

３
月
15
日
　
望
月
　
重
威
（
75
）

　
聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

＊ 

第
１
１
５
（
定
期
）
教
区
会
開
会
演

説
特
別
号
を
本
日
発
行
（
広
報
委
員
会
）

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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正
義
と
平
和
協
議
会

運
営
委
員
会
報
告
（
３
月
22
日
）

＊ 

宣
教
主
事
報
告
　
①
管
区
に
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
・
日
本
聖
公
会
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
。
②
東
北
教
区

か
ら
東
京
教
区
に
対
し
、
物
資
支
援
の

要
望
が
あ
っ
た
。
③
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
被
災
地
へ
の
支
援
復
興
募
金
と

し
て
３
億
円
を
奉
献
す
る
こ
と
を
教
区

会
で
審
議
し
決
め
た
。

＊
会
員
の
「
一
羊
会
」
に
よ
る
講
演
会

活
動
へ
の
支
援
金
の
要
請
に
基
づ
き
、

正
平
協
の
支
援
を
決
定
し
た
。

＊ 

そ
の
他

　
▽ 

「
聖
公
会
東
京
３
１
１
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
チ
ー
ム
」
活
動
開
始
　
足
立
区
の

東
京
武
道
館
に
、
今
回
の
大
震
災
で
被

災
し
た
方
々
が
避
難
さ
れ
て
い
る
。
浅

草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
日
曜
給
食
活
動
、
野

宿
生
活
者
支
援
活
動
・
渋
谷
の
メ
ン
バ

ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
取
り
あ
え

ず
出
来
る
こ
と
か
ら
と
、
温
か
い
炊

き
込
み
ご
飯
３
百
食
の
炊
き
出
し
を

始
め
た
。
お
米
・
お
米
券
・
作
業
手

伝
い
な
ど
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

る
（
次
号
に
詳
細
）
。

【
大
斎
節
公
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
】
６

主
日
の
場
合
は
午
後
開
催
を
掲
載

　
▽ 

聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
＝
「
祈
り

と
と
も
に
学
ぶ
『
裸
足
の
宣
教
』
」

10
日
以
降
の
各
主
日
13
時
15
分
　
⑤
子

ど
も
と
と
も
に
歩
む
十
字
架
の
道
行
き

　
⑥
祈
り
を
深
め
る
た
め
に
―
祈
り
　

そ
れ
は
慰
め
と
力
の
源
―
―
畑
野
研
太

郎
（
ハ
ン
セ
ン
病
専
門
医
）
。
照
会
は

同
教
会
。

　
▽ 

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル
教
会
＝
「
共
に

つ
く
る
教
会
共
同
体
」
10
日
（
日
）

13
時
。
末
留
英
夫
牧
師
（
日
本
キ
リ

ス
ト
教
団
）
。
照
会
は
同
教
会
。

《
今
、
こ
の
教
会
で
は
…
》
　
　

聖
救
主
教
会

　
当
教
会
に
は
現
在
、
牧
師
館
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　
約
10
年
前
、
教
会
を
地
域
に
仕
え

る
施
設
「
ま
こ
と
地
域
総
合
セ
ン
タ

ー
」
に
建
て
替
え
る
際
、
最
後
に
残

っ
た
ス
ペ
ー
ス
を
「
牧
師
館
に
す
る

か
、
幼
稚
園
に
す
る
か
？
」
大
激
論

の
末
、
幼
稚
園
を
選
ん
だ
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
今
で
は
当
施
設
に
出

入
り
す
る
方
は
１
日
あ
た
り
約
５
百

人
、
宣
教
委
員
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

百
人
を
超
え
る
方
々
が
参
加
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
資
金
等
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す

が
、
今
こ
そ
神
様
の
お
導
き
の
時
！

一
致
団
結
し
て
10
年
前
の
「
牧
師
館

取
得
へ
の
想
い
」
を
実
現
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
　
　
　    

（
大
西
新
吾
）
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
79

３
月
23
～
24
日
緊
急
支
援
に
感
謝

　
先
週
22
日
に
管
区
並
び
に
東
北
教

区
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
要
請
で
、
各

教
会
・
礼
拝
堂
に
協
力
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
急
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
方
々
が
多
種
多
量
の
物
資

を
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
に
届
け
て
下
さ

り
、
ま
た
仕
分
け
の
作
業
に
駆
け
つ
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
東
京
教
区
側
の

受
付
体
制
が
十
分
整
っ
て
い
な
い
中
で

の
発
信
で
あ
っ
た
た
め
、
皆
様
に
無
理

を
強
い
た
り
、
善
意
を
十
分
生
か
し
切

れ
な
か
っ
た
点
が
多
々
あ
っ
た
事
を
お

詫
び
す
る
と
共
に
、
皆
様
の
熱
い
思
い

と
行
動
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
念
を

表
し
ま
す
。

　
24
日
朝
、
小
名
浜
に
向
け
緊
急
車
両

２
台
が
、
さ
ら
に
同
日
午
後
、
緊
急
手

配
し
た
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
皆
様
の
善

意
の
物
資
を
満
載
し
て
、
小
名
浜
聖
テ

モ
テ
教
会
と
東
北
教
区
対
策
本
部
（
仙

台
）
に
向
け
出
発
、
無
事
現
地
で
物
資

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
支
援

物
資
は
、
大
き
な
団
体
や
自
治
体
の
手

が
届
か
な
い
所
に
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
今
後
も
支
援
活
動
は
物
資
搬

送
、
人
的
派
遣
、
募
金
な
ど
多
岐
に

渡
っ
て
長
期
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
常
置
委
員
会
の
も
と
に
東
京

教
区
支
援
対
策
本
部
（
仮
称
）
を
設

置
し
、
東
京
教
区
の
対
応
を
行
っ
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
支
援
対

策
本
部
長
と
し
て
後
藤
務
さ
ん
（
財

政
委
員
長
、
東
京
聖
三
一
教
会
）
、

副
部
長
と
し
て
片
岡
大
造
さ
ん
（
聖

ア
ン
デ
レ
教
会
）
、
八
幡
眞
也
さ
ん

（
管
区
渉
外
主
事
、
東
京
聖
三
一
教

会
）
、
黒
澤
圭
子
さ
ん
（
常
置
委

員
、
東
京
聖
テ
モ
テ
教
会
）
が
そ
れ

ぞ
れ
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
活
動

別
に
そ
の
他
の
方
々
に
も
ご
協
力
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
本

部
室
を
教
区
に
開
設
し
、
支
援
物
資

補
給
、
人
的
派
遣
、
募
金
活
動
な
ど

の
支
援
活
動
を
効
果
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。
対
策
本
部
の
詳
細
や
皆
様

へ
の
支
援
の
お
願
い
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
都
度
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
お
祈
り
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

＊
支
援
対
策
本
部
内
支
援
物
資
補
給
部
に

電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。
支
援
物
資
は
教

会
や
学
校
毎
に
ま
と
め
て
品
別
に
お
送
り

く
だ
さ
い
。
送
り
先
や
受
付
時
間
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で
。
０
９
０

（
１
２
６
４
）
７
３
５
３
（
担
当
者
＝
吉

松
英
美
、
松
平
謙
次
、
松
田
正
人
）
。

　
　
　
常
置
委
員
長 

司
祭 

笹 

森 

田 

鶴

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


